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一
、
は
じ
め
に

　
前
稿
（
「
敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
と
「
語
り
」
の
時
空
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
学
会
報
』
第
三
十
六
号
、
２
０
１
７
年
）
で
は
、「
語

り
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
中
国
の
民
間
説
話
か
ら
考
察
し
た
。
そ
の
際
に
有
効
で
あ
っ
た
の
は
、
坂
部
恵
（
『
か
た
り
』
弘
文
堂
、

１
９
９
０
年
）
の
考
察
で
あ
る
。
坂
部
は
当
時
議
論
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
構
造
主
義
的
言
語
学
や
物
語
論
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
あ

え
て
「
語
り
」
と
い
う
「
大
き
な
プ
ロ
ッ
ト
」
と
し
て
の
言
語
行
為
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
反
省
と
分
析
を
試
み
た
。
前
稿
で
は
、

そ
の
坂
部
の
考
察
を
手
掛
か
り
に
、
中
国
の
民
間
説
話
の
伝
承
と
、
そ
の
説
話
を
伝
え
る
共
同
体
の
古
層
の
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

今
回
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
「
韓
朋
説
話
」
の
語
り
か
ら
、「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
の
よ
う
な
悲
恋
の
比
喩
、
お
よ
び
そ
の
表
象
が
、

間
主
観
的
に
形
成
さ
れ
た
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
考
察
に
あ
た
っ
て
、
新
た
に
認
知
言
語
学
の
領
域
で
用
い
る
、「
フ
レ
ー

ム
」
と
い
う
概
念
を
援
用
し
た

（
1
）

。
フ
レ
ー
ム
と
は
、
も
の
の
認
識
や
理
解
に
必
要
と
さ
れ
る
背
景
的
な
知
識
の
こ
と
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、

あ
る
単
語
の
使
用
や
理
解
に
先
立
ち
予
め
広
が
っ
て
い
る
、
共
通
の
認
識
や
了
解
の
こ
と
と
し
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
あ
る

語
か
ら
喚
起
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
的
知
識
に
は
、
時
間
の
流
れ
を
伴
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
や
、
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
イ
メ
ー
ジ

も
含
ま
れ
る
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
文
献
テ
ク
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
画
像
テ
ク
ス
ト
や
口
承
テ
ク
ス
ト
の
伝
承
や
広

が
り
を
も
視
野
に
入
れ
た
考
察
と
な
る
。
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本
稿
の
最
終
的
な
ね
ら
い
は
、
白
居
易
「
在
天
比
翼
鳥
、
在
地
連
理
枝
」
の
二
句

（
2
）

か
ら
喚
起
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム(

典
型
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
）

が
、
民
間
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
韓
朋
説
話
や
そ
の
類
話
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
、
そ
の
通
時
的
な
形
成
の
過
程
を
予
想
す
る
こ
と

で
あ
る
。
併
せ
て
、
過
去
の
膨
大
な
記
憶
の
蓄
積
か
ら
形
成
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
と
、
文
学
の
創
造
性
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
白
居
易
の

言
語
表
現
の
例
か
ら
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、
韓
朋
説
話
の
原
型

　
敦
煌
出
土
文
献
に
「
韓
朋
賦
」
と
題
さ
れ
る
故
事
賦
が
あ
る
。
同
じ
故
事
が
、『
捜
神
記
』
巻
十
一
に
「
韓
憑
」
夫
婦
に
起
こ
っ
た
悲

劇
（
「
相
思
木
」
の
故
事
）
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
捜
神
記
』
の
方
は
、
晋
の
干
宝
が
当
時
か
ら
既
に
民
間
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

た
韓
朋
夫
婦
（
『
捜
神
記
』
で
は
「
韓
憑
」「
何
氏
」
夫
婦
に
作
る
）
の
故
事
を
、
要
約
的
に
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
故
事
（
以
下
「
韓
朋
説
話
」
と
略
記
）
の
伝
承
は
、
他
に
『
楽
府
詩
集
』
等
に
採
録
さ
れ
て
い
る
古
歌
や
、『
千
字
文
』
の
よ
う

な
童
蒙
訓
戒
書
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
稿
で
は
、
韓
朋
説
話
を
伝
え
る
文
献
テ
ク
ス
ト
の
系
統
を
、（
１
）『
捜
神
記
』
系
、

（
２
）「
烏
鵲
歌
」
系
、（
３
）「
韓
朋
賦
」
系
の
テ
ク
ス
ト
と
三
つ
に
分
け
て
示
し
た
。（
１
）
は
記
録
の
系
統
、（
２
）
は
歌
謡
の
系
統
、（
３
）

は
語
り
の
系
統
と
し
て
性
格
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
稿
で
示
し
た
通
り
、
そ
の
中
で
最
も
詳
細
で
か
つ
原
型
に
近
い
も
の
は
、（
３
）

の
敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
系
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

　「
韓
朋
賦
」
系
は
以
下
の
五
つ
の
プ
ロ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
る
。

①
韓
朋
と
貞
夫
は
夫
婦
と
な
っ
た
（
夫
婦
と
な
っ
た
男
女
が
い
た
）。

② 

貞
夫
に
横
恋
慕
し
た
宋
国
の
王
が
貞
夫
を
後
宮
に
入
れ
、
韓
朋
を
青
陵
台
を
建
設
す
る
役
夫
と
し
て
二
人
を
引
き
離
し
た
。
貞
夫

は
王
に
心
を
開
か
な
い
（
夫
婦
を
引
き
裂
く
権
力
者
が
現
れ
た
。
権
力
者
は
女
に
言
い
寄
る
が
、
女
は
従
わ
な
い
）。

③
互
い
へ
の
貞
節
を
守
る
為
に
夫
婦
は
自
殺
し
た
。
二
人
は
密
か
に
自
害
の
約
束
を
交
わ
し
て
い
た
。
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④
夫
婦
が
死
ん
だ
後
、
自
然
界
に
変
異
（
連
理
樹
・
鴛
鴦
の
出
現
）
が
起
こ
っ
た
。

⑤
鴛
鴦
が
宋
王
を
殺
し
た
（
夫
婦
の
仲
を
引
き
裂
い
た
人
間
に
天
罰
が
下
っ
た
）。

　
こ
れ
と
同
じ
プ
ロ
ッ
ト
に
、
漢
代
の
五
言
詩
「
焦
仲
卿
妻
」（
『
文
選
』
）
所
収
）
が
あ
る
。「
焦
仲
卿
妻
」
詩
で
は
、
②
の
「
夫
婦
を
引

き
裂
く
権
力
者
」
が
姑
で
あ
り
、
⑤
の
「
天
罰
」
が
嫁
い
び
り
を
せ
ぬ
よ
う
に
と
い
う
教
訓
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
「
古
艶

歌
」
と
い
う
民
間
歌
謡
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
、
も
と
は
職
能
者
に
よ
っ
て
大
勢
の
聴
衆
の
前
で
歌
わ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い

（
3
）

。
こ
の
「
焦
仲

卿
妻
」
の
例
を
見
る
限
り
、
中
国
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
悲
恋
物
語
に
は
あ
る
決
ま
っ
た
型
が
あ
り
、
こ
の
型
が
同
じ
物
語
の
繰
り
返
し
て

の
語
り
を
可
能
に
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
韓
朋
説
話
は
古
い
由
来
を
持
つ
悲
恋
の
物
語
で
あ
り
、
詩
文
の
中
に

そ
の
断
片
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
原
型
に
近
い
も
の
を
、
敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
古
層
の
記
憶
ー
画
像
資
料
に
見
る
韓
朋
説
話

　
先
に
敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
が
韓
朋
説
話
の
原
型
に
近
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
根
拠
を
考
古
学
資
料
か
ら
も
示
し
て
お
く
。
ま
ず
、

１
９
７
９
年
に
敦
煌
郊
外
の
馬
圏
湾
で
発
掘
さ
れ
た
前
漢
後
期
の
簡
牘
を
解
析
し
た
結
果
、「
韓
朋
賦
」
の
冒
頭
部
分
に
詳
細
な
点
で
似

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

（
4
）

。
さ
ら
に
近
年
に
な
っ
て
、
前
漢
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
、
地
方
豪
族
が
墳
墓
の
装
飾
と
し
て
製
造

し
た
数
々
の
画
像
石
や
画
像
鏡
に
、
や
は
り
「
韓
朋
賦
」
の
一
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
行
わ
れ
た

（
5
）

。
画
像
石
と
は
、
石
に

浮
彫
や
線
刻
な
ど
で
画
像
を
表
し
た
も
の
で
、
前
漢
晩
期
か
ら
後
漢
末
期
に
、
墳
墓
・
祠
堂
・
廟
闕
の
装
飾
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
画
像
鏡
は
、
同
じ
く
墳
墓
に
納
め
ら
れ
、
鏡
の
背
面
に
神
仙
や
伝
説
・
狩
猟
・
騎
馬
・
歴
史
故
事
な
ど
の
絵
画
的
な
文
様
を
施
し
た

も
の
を
い
い
、
漢
か
ら
六
朝
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
。
い
っ
た
い
、
漢
代
の
図
像
資
料
と
敦
煌
の
出
土
文
献
と
は
類
似
点
が
多
く
、「
韓

朋
賦
」
の
よ
う
な
故
事
賦
に
加
え
て
、
董
永
故
事
、
秋
胡
変
文
、
舜
子
変
な
ど
、
変
文
の
素
材
と
も
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。
今
日
、
そ

う
し
た
画
像
石
や
画
像
鏡
の
図
像
研
究
が
進
み
、
敦
煌
文
献
及
び
後
世
の
俗
文
学
資
料
と
を
組
み
合
わ
せ
た
テ
ク
ス
ト
研
究
が
進
め
ら
れ
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て
い
る

（
6
）

。

　
今
、
韓
朋
説
話
と
の
比
定
作
業
の
中
で
、
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
る
こ
と
の
多
い
二
点
の
図
像

資
料
を
取
り
上
げ
、
改
め
て
検
証
し
た
い
。
敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
の
本
文

（
7
）

と
比
較
し
て
み
る
と
、

そ
の
共
通
点
の
多
さ
が
窺
え
る
。

　
ま
ず
、
図
１
の
後
漢
時
代
の
画
像
石
（
山
東
省
嘉
祥
県
満
哃
郷
宋
山
出
土
）
を
見
る
と
、「
韓
朋
」

は
他
の
登
場
人
物
の
中
で
も
一
回
り
小
さ
く
、
質
素
な
身
な
り
で
、
無
位
無
官
の
人
物
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。
籠
を
肩
に
掛
け
、
楼
の
上
へ
と
続
く
階
段
を
駆
け
上
が
り
、「
貞
夫
」
の
方
を

振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
の
韓
朋
の
方
を
見
る
貞
夫
の
姿
が
あ
り
、
弓
を
前
方
に
構
え
て
い
る
。
宋

王
は
貞
夫
の
後
ろ
に
い
る
。
韓
朋
の
籠
に
は
細
長
い
布
き
れ
の
よ
う
な
も
の
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

る
。
次
に
図
２
の
後
漢
時
代
の
画
像
鏡
（
浙
江
省
杭
州
市
余
杭
星
橋
県
発
掘
の
「
周
是
（
氏
）
作
」

画
像
鏡
）
で
は
、
楼
の
前
に
馬
を
引
い
た
韓
朋
、
二
人
の
臣
下
を
従
え
た
宋
王
、
更
に
別
の
箇
所

に
は
、
二
人
の
人
物
に
鞭
で
痛
め
つ
け
ら
れ
る
韓
朋
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
目
立
つ
の

は
、
矢
を
つ
が
え
た
貞
夫
の
姿
で
あ
る
。

「
韓
朋
賦
」
に
は
こ
の
場
面
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ッ
ト
②
の
場
面
で
あ
る
。

宋
王
遂
取
其
言
、
即
打
韓
朋
、
双
板
歯
落
。
並
著
故
破
之
衣
常
（
裳
）、
使
築
青
（
清
）

陵
之
台
。
貞
夫
聞
之
、
痛
切
忓
（
肝
）
腸
、
情
中
煩
怨
、
無
時
不
思
。
貞
夫
諮
宋
王
曰
、

既
築
清
陵
之
台
訖
、
乞
願
蹔
往
観
看
。
宋
王
許
之
。
乃
賜
八
輪
之
車
、
爪
騮
之
馬
、
前
後

事
（
侍
）
従
、
三
千
余
人
、
往
到
台
下
。
乃
見
韓
朋
、
剉
草
飼
馬
、
見
妾[

羞]

恥
、
把
草

遮
面
。
貞
夫
見
之
、
涙
下
如
雨
。（
「
韓
朋
賦
」
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。）

　
宋
王
は
、
貞
夫
を
無
理
や
り
後
宮
に
入
れ
て
妃
と
し
た
が
、
貞
夫
が
韓
朋
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ

図１　山東省嘉祥県満哃郷宋山出土画像石
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ず
に
い
る
の
を
忌
々
し
く
思
う
。
そ
こ
で
臣
下
の
進
言
を
受
け
、
若
い
韓
朋
の
体
を
傷
つ
け
て
清
陵
台
の
役
夫
と
し
、
貞
夫
の
心
変
わ
り

を
期
待
し
た
。
韓
朋
へ
の
処
遇
を
知
っ
た
貞
夫
が
、
三
千
人
の
お
付
き
の
者
を
従
え
清
陵
台
へ
と
や
っ
て
く
る
。
韓
朋
は
こ
の
時
馬
飼
い

の
仕
事
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
貞
夫
を
見
て
自
ら
の
境
遇
を
恥
じ
顔
を
隠
し
た
。
画
像
資
料
で
韓
朋
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
こ
の
時
の
韓
朋
の
惨
め
な
状
況
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
後
「
韓
朋
賦
」
で
は
、
富
貴
の
身
と
な
っ
た
貞
夫
の
心
変
わ
り
を

疑
う
韓
朋
の
歌
と
、
そ
れ
を
嘆
く
貞
夫
の
歌
と
が
続
く
。
貞
夫
は
泣
き
な

が
ら
韓
朋
に
自
害
を
促
す
私
信
を
記
し
、
そ
れ
を
矢
の
先
に
つ
な
い
で
韓

朋
に
射
か
け
る
。
そ
の
場
面
は
以
下
の
通
り
。

貞
夫
聞
語
、
低
頭
卻
行
、
涙
下
如
雨
。
即
裂
裙
前
三
寸
之
帛
、
卓

歯
取
血
、
且
作
私
書
、
系
箭
頭
上
、
射
与
韓
朋
。
朋
得
此
書
、
便

即
自
死
。（
「
韓
朋
賦
」
）

　
韓
朋
が
痛
め
つ
け
ら
れ
た
り
、
貞
夫
が
矢
文
を
射
た
り
す
る
場
面
は
、

文
献
テ
ク
ス
ト
で
は
敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
の
み
に
あ
り
、『
捜
神
記
』
系

統
の
テ
ク
ス
ト
に
は
無
い
。
既
に
漢
代
に
は
各
地
に
行
わ
れ
て
い
た
韓
朋

説
話
は
、
時
を
経
て
『
捜
神
記
』
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
ま
た
敦
煌
本
「
韓

朋
賦
」
の
よ
う
に
有
韻
の
故
事
賦
と
し
て
語
ら
れ
、
時
に
学
生
や
学
僧
に

よ
っ
て
文
字
に
起
こ
さ
れ
た
り
も
し
た
の
だ
ろ
う
。
森
下
章
司
は
、
論
考

「
漢
代
の
説
話
画
」（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
１
９
４
集
、

２
０
１
５
年
）
に
お
い
て
、
図
２
の
「
周
是
（
氏
）
作
」
画
像
鏡
に
つ
い

て
も
解
析
し
、
図
像
か
ら
物
語
や
時
間
の
流
れ
を
視
覚
的
に
表
そ
う
と
す

る
作
鏡
者
の
試
み
を
指
摘
し
、
や
が
て
敦
煌
変
文
へ
と
至
る
説
話
画
の
系

図２　浙江省杭州市余杭星橋県発掘「周是（氏）作」画像鏡
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譜
を
予
想
し
て
い
る
。

　
画
像
資
料
と
故
事
と
の
比
定
作
業
が
あ
る
程
度
進
展
す
る
と
、
次
は
な
ぜ
そ
の
場
面
が
図
像
化
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
段
階
と
な
る

だ
ろ
う
。
画
工
や
鏡
工
た
ち
は
、
故
事
の
象
徴
的
な
一
場
面
を
選
ん
で
そ
の
図
像
を
制
作
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
故
事
に
対
す
る

一
つ
の
理
解
や
解
釈
の
仕
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
森
下
は
、
不
遇
の
夫
婦
が
最
後
に
対
面
し
、
言
葉
を
交
わ
し
た
場
面
で
あ
る

こ
と
が
、
そ
の
場
面
が
選
択
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
8
）

。
一
方
姜
生
は
、
論
考
「
韓
憑
故
事
考
」（
安
徽
史
学
、
２
０
１
５
年
　

第
６
期
）
に
お
い
て
貞
夫
を
神
話
的
な
形
象
と
考
え
、
そ
こ
に
図
像
化
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
姜
氏
の
分
析
の
特
徴
は
、
漢
代
の

神
仙
思
想
と
関
連
付
け
て
、
韓
朋
説
話
を
一
つ
の
登
仙
の
神
話
と
見
な
し
、
貞
夫
を
西
王
母
に
並
ぶ
神
仙
信
仰
の
対
象
と
し
て
捉
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る

（
9
）

。

　
故
事
の
図
像
化
の
基
準
を
考
え
る
に
は
、
墓
や
祠
に
歴
史
故
事
を
刻
む
そ
も
そ
も
の
意
義
や
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
こ
の
議
論
も
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
忠
義
・
烈
婦
・
烈
士
・
孝
子
を
表
彰
し
て
、
墓
室
の
装
飾

と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

）
10
（

。
画
像
故
事
の
主
題
は
、
董
仲
舒
の
『
春
秋
繁
露
』
や
班
固
の
『
白
虎
通
』
に
示
さ
れ
る
忠
・
孝
・
貞
（
三

鋼
）
の
徳
目
に
も
通
じ
て
お
り
、
墳
墓
の
装
飾
は
、
道
徳
的
評
判
に
よ
り
名
望
を
勝
ち
得
た
地
方
豪
族
の
経
済
的
成
長
と
と
も
に
、
そ
の

精
神
的
世
界
を
も
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。「
韓
朋
賦
」
で
、
貞
夫
が
暗
号
を
結
び
つ
け
た
矢
文
を
放
っ
た
の
は
、
韓
朋
へ
の
変
わ
ら

ぬ
貞
節
を
示
す
為
で
も
あ
っ
た
。
貞
夫
が
後
に
『
注
千
字
文
』
な
ど
の
童
蒙
書
や
、
わ
が
国
の
『
女
訓
抄
』
な
ど
の
訓
戒
書
で
、
婦
節
を

守
っ
た
女
性
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
遡
っ
て
い
け
ば
、
貞
夫
は
や
は
り
儒
教
で
尊
崇
さ
れ
る
烈
婦
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に

古
代
の
聖
賢
や
忠
孝
・
節
義
の
士
と
並
ん
で
そ
の
画
像
が
配
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
儒
教
で
あ
れ
、
神
仙
思
想
で
あ
れ
、
や
は
り

貞
夫
は
一
つ
の
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
聖
性
を
纏
っ
た
イ
コ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
画
像
石
資
料
の
多
く
は
、
矢
文
を
射
よ
う
と
す
る
貞
夫
の
図
像
と
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
韓
朋
の
図
像
と
の
両
方
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
森
下
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
時
間
の
流
れ
を
視
覚
的
に
表
そ
う
と
す
る
工
人
達
の
工
夫
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
図
像
化
（
視
覚
化
）
の
背
景
に
は
、
時
間
の
流
れ
を
伴
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
韓
朋
説
話
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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残
存
す
る
「
韓
朋
賦
」
な
ど
の
文
献
テ
ク
ス
ト
か
ら
、
視
覚
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
後
の
展
開
を
予
想
す
る
と
、
夫
婦
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
死
に
、
や
が
て
連
理
樹
・
鴛
鴦
に
転
生
し
、
宋
王
に
一
矢
報
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
画
像
資
料
で
は
連

理
樹
や
鳥
は
悲
劇
の
結
末
と
し
て
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
連
理
樹
は
他
の
瑞
祥
と
並
ん
で
描
か
れ
、
鳥
は
様
々
な
画
の
余
白
を
埋
め
る

よ
う
に
不
規
則
に
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
歴
史
故
事
の
画
像
が
道
徳
的
・
宗
教
的
典
範
と
な
る
人
物
を
表
彰
す
る
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
制
作
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
貞
夫
像
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
漢
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
韓
朋
説
話
は
悲
恋
の
物
語
と
い

う
よ
り
、
烈
婦
の
物
語
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
画
像
資
料
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
殆
ど
が
「
韓
朋
賦
」
に
お
け
る
プ
ロ
ッ
ト
③
に
み
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
連
理
樹
・
鴛
鴦
が
出
現
す
る
プ
ロ
ッ
ト
④
も
ま
た
、
こ
の
故
事
を
象
徴
す
る
重
要
な
場
面
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の

も
、
同
じ
漢
の
時
代
に
共
通
の
題
材
を
用
い
た
「
焦
仲
卿
妻
」
が
作
ら
れ
、
後
に
「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
の
詩
語
に
よ
り
永
遠
不
変
の

愛
を
謳
う
、
作
品
「
長
恨
歌
」
が
生
ま
れ
た
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
画
像
石
資
料
を
再
び
検
証
す
る
と
、

プ
ロ
ッ
ト
④
へ
繋
が
る
要
素
が
し
っ
か
り
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
韓
朋
が
持
つ
暗
号
文
で
あ
る
。
こ
の
暗
号
文
こ

そ
、
夫
婦
が
や
が
て
連
理
樹
・
鴛
鴦
へ
と
転
生
す
る
次
の
展
開
を
、
見
る
者
に
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
一
つ
の
物
語
が

描
か
れ
る
為
に
は
、
そ
れ
を
見
た
誰
も
が
す
ぐ
に
そ
れ
と
同
定
で
き
る
よ
う
な
知
識
が
、
予
め
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反

対
に
、
そ
の
知
識
・
物
語
の
共
有
こ
そ
が
、
故
事
の
画
像
化
や
人
物
の
表
彰
を
可
能
に
す
る
と
も
言
え
る
。

　
図
像
と
し
て
顕
在
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
図
像
に
よ
っ
て
人
々
の
記
憶
に
呼
び
起
こ
さ
れ
る
様
々
な
知
識
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
図
像
と
背
景
の
物
語
と
の
関
係
は
、「
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
考
え
方
を
援
用
し
た
説
明
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
フ
レ
ー
ム
と
は
、

前
述
し
た
通
り
、「
そ
の
語
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
背
景
的
知
識
」
で
あ
り
、
主
に
認
知
言
語
学
の
領
域
で
扱
わ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
そ

の
代
表
的
な
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
ゴ
フ
マ
ン
は
、
人
が
経
験
す
る
出
来
事
に
意
味
を
与
え
る
為
に
、
予
め
埋
め
込
ま
れ
た
社
会
的
構
造

と
し
て
フ
レ
ー
ム
と
名
付
け

）
11
（

、
次
い
で
ミ
ン
ス
キ
ー
が
、
あ
ら
ゆ
る
概
念
に
つ
い
て
の
意
味
体
系
の
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
た

）
12
（

。
つ
ま

り
フ
レ
ー
ム
と
は
、
人
々
の
経
験
に
基
づ
く
背
景
的
知
識
（
通
念
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
物
事
が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
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れ
る
か
が
決
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
フ
レ
ー
ム
は
、
同
時
代
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
遠
い
過
去
や
未
来
の
人
々
と
も
共
有
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
目
に
見
え
る
文
献

テ
ク
ス
ト
の
継
承
に
は
還
元
で
き
な
い
、
共
同
体
の
記
憶
の
継
承
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
漢
代
の
無
名
詩
人
が
用
い
る

慣
用
句
の
淵
源
は
も
と
よ
り
、
白
居
易
の
「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
と
い
う
言
葉
で
さ
え
も
、
そ
の
典
故
を
明
示
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
が
た
だ
「
翼
を
並
べ
た
つ
が
い
の
鳥
」「
相
連
な
る
二
株
の
樹
」
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
意

味
を
持
つ
こ
と
を
、
人
々
は
常
に
知
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
、
二
語
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
（
韓
朋
説
話
や
男
女
の
悲

恋
の
物
語
に
関
わ
る
、
通
俗
的
な
知
識
）
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
焦
仲
卿
妻
」
の
よ
う
な
作
品
や
、「
比
翼
鳥
」「
連

理
枝
」
と
い
う
表
現
も
、
そ
の
よ
う
な
「
フ
レ
ー
ム
」
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

四
、
悲
恋
の
表
象

　
前
章
で
は
、
韓
朋
説
話
が
古
い
淵
源
を
持
つ
こ
と
と
、
そ
の
古
い
形
が
、
韓
朋
賦
お
よ
び
漢
代
の
画
像
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
を

示
し
た
。
併
せ
て
、
画
像
化
の
背
景
に
は
通
念
も
し
く
は
共
通
の
記
憶
（
フ
レ
ー
ム
）
と
し
て
の
韓
朋
説
話
が
あ
り
、
特
に
漢
代
に
お

い
て
は
、「
烈
婦
」
と
し
て
の
貞
夫
（
韓
朋
説
話
で
言
え
ば
プ
ロ
ッ
ト
③
の
場
面
）
に
そ
の
焦
点
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

ま
た
一
方
で
、
古
来
相
思
相
愛
の
象
徴
で
あ
る
連
理
樹
と
鴛
鴦
と
が
出
現
す
る
プ
ロ
ッ
ト
④
も
ま
た
、
フ
レ
ー
ム
の
焦
点
が
置
か
れ
て
い

た
と
言
う
べ
き
重
要
な
場
面
で
あ
る
こ
と
も
予
想
し
た
。

本
章
で
は
。
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
④
を
検
証
し
、
こ
の
場
面
が
白
居
易
の
「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
表
現
へ
と
繋
が
る
比
喩
の
発
生
の
現
場

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
悲
恋
の
表
象
の
誕
生
の
現
場
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
い
。
そ
し
て
、
白
居
易
の
こ
の
二
つ
の
詩
語
か
ら
喚

起
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
が
、
こ
の
悲
恋
の
表
象
の
誕
生
の
現
場
に
来
歴
を
持
つ
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
そ
の
通
時
的
な
形
成
の
過
程
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。
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①
比
喩
の
発
生
の
現
場

　
前
章
に
引
い
た
「
韓
朋
賦
」
の
続
き
で
あ
る
。

天
雨
霖
霖
、
魚
游
池
中
、
大
鼓
無
声
、
小
鼓
無
音
（
「
韓
朋
賦
）。

　
韓
朋
は
自
殺
し
、
遺
体
の
傍
に
は
貞
夫
か
ら
受
け
取
っ
た
暗
号
文
が
あ
っ
た
。
右
が
そ
の
暗
号
文
で
あ
る
。
王
は
こ
の
暗
号
の
意
味
を

臣
下
の
梁
伯
に
問
い
、
梁
伯
は
王
の
御
前
で
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
解
読
し
た
。

天
雨
霖
霖
是
其
涙
、
魚
游
池
中
是
其
意
、
大
鼓
無
声
是
其
気
、
小
鼓
無
音
是
其
思
（
「
韓
朋
賦
」
）。

　
な
お
、『
捜
神
記
』
は
、
同
じ
場
面
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

王
囚
之
（
韓
憑
）、
論
為
城
旦
。
妻
密
遺
憑
書
、
繆
其
辭
曰
、
其
雨
淫
淫
、
河
大
水
深
、
日
出
當
心
。
既
而
王
得
其
書
、
以
示
左
右
、

左
右
莫
解
其
意
。
臣
蘇
賀
對
曰
、
其
雨
淫
淫
、
言
愁
且
思
也
。
河
大
水
深
、
不
得
往
來
也
。
日
出
當
心
、
心
有
死
志
也
。
俄
而
憑
乃

自
殺
（
『
捜
神
記
』
巻
十
一
　
傍
線
、
括
弧
は
筆
者
に
よ
る
）。

　『
捜
神
記
』
で
は
、「
韓
憑
」
の
妻
が
矢
文
を
放
っ
た
と
い
う
記
述
は
無
く
、
暗
号
の
文
面
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
臣
下
の

「
蘇
賀
」
の
解
読
に
よ
る
と
、
暗
号
に
は
夫
へ
の
深
い
愛
情
と
、
死
の
決
意
と
が
記
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

　
一
方
「
韓
朋
賦
」
で
は
、
梁
伯
が
暗
号
文
を
貞
夫
の
「
涙
」「
意
」「
気
」「
思
」
と
解
読
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
は
夫
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛

情
を
示
し
つ
つ
、
自
害
（
決
起
）
を
促
す
暗
号
で
あ
り
、
同
時
に
「
連
理
樹
」「
鴛
鴦
」
に
転
生
す
る
、
二
人
の
運
命
を
暗
示
す
る
伏
線

で
も
あ
っ
た
。

　
韓
朋
の
遺
体
は
葬
ら
れ
、
貞
夫
は
一
人
そ
の
墓
穴
に
身
を
投
じ
た
。
し
か
し
二
人
の
遺
体
は
無
く
、
た
だ
二
つ
の
石
だ
け
が
見
つ
か
っ

た
。
怒
っ
た
宋
王
は
そ
の
石
を
東
西
に
隔
て
て
捨
て
た
が
、
や
が
て
そ
の
場
所
か
ら
変
異
が
起
こ
る
。

道
東
生
於
桂
樹
、
道
西
生
於
梧
桐
。
枝
枝
相
当
、
葉
葉
相
籠
、
根
下
相
連
、
下
有
流
泉
、
絶
道
不
通
。
宋
王
出
遊
見
之
、
問
此
是
何

樹
。
梁
伯
対
曰
、
此
是
韓
朋
之
樹
。
誰
能
解
之
。
梁
伯
対
曰
、
臣
能
解
之
。
枝
枝
相
當
是
其
意
、
葉
葉
相
籠
是
其
思
根
下
相
連
是
其

気
、
下
有
流
泉
是
其
涙
。（
「
韓
朋
賦
」
）
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東
西
反
対
の
方
向
か
ら
樹
木
が
伸
び
、
そ
の
枝
が
重
な
り
、
根
が
連
な
り
、
水
が
湧
き
道
を
遮
っ
て
流
れ
た
。
こ
の
変
異
も
ま
た
一
つ

の
暗
号
と
し
て
、
再
び
梁
伯
が
解
読
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
災
異
や
瑞
祥
を
見
て
隠
れ
た
天
意
を
知
る
と
い
っ
た
古
来
の
習
慣

を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
実
際
「
連
理
樹
」
は
漢
代
に
お
い
て
は
王
朝
の
受
命
の
正
当
性
を
知
ら
せ
る
瑞
祥
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
暗
号
の
文
面
に
見
え
る
「
枝
」「
葉
」「
根
」「
水
」
と
、
そ
の
解
釈
に
当
て
ら
れ
た
「
意
」「
思
」「
気
」
」
涙
」
と
は
、
互
い

に
喩
え
る
も
の
と
喩
え
ら
れ
る
も
の
と
の
対
応
関
係
に
あ
る
。
前
者
は
後
者
の
隠
喩
で
あ
る
。
先
へ
と
伸
び
て
い
く
も
の
、
重
な
っ
て
ゆ

く
も
の
、
絡
ん
で
ゆ
く
も
の
の
、
続
い
て
ゆ
く
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
相
思
し
て
や
ま
な
い
男
女
の
姿
に
擬
え
て
い
る
。

　
次
に
鴛
鴦
の
出
現
で
あ
る
。

宋
王
即
遣
人
誅
伐
之
。
三
日
三
夜
、
血
流
汪
汪
。
二
札
落
水
、
変
成
双
鴛
鴦
、
挙
翅
高
飛
、
還
我
本
郷
。
唯
有
一
毛
羽
、
甚
好
端
正
。

宋
王
得
之
、
遂
即
磨
払
其
身
、
大
好
光
彩
、
唯
有
項
上
未
好
、
即
将
磨
払
項
上
、
其
頭
即
落
。
生
奪
庶
人
之
妻
、
枉
殺
賢
良
。
未
至

三
年
、
宋
国
滅
亡
。
梁
伯
父
子
、
配
在
辺
疆
。
行
善
獲
福
、
行
悪
得
殃
。（
「
韓
朋
賦
」
）

　
連
理
す
る
樹
木
に
、
韓
朋
と
貞
夫
の
変
わ
ら
ぬ
交
感
の
徴
を
見
て
取
っ
た
宋
王
は
、
そ
の
木
を
切
り
倒
す
。
木
か
ら
は
三
日
三
晩
も
の

間
、
血
が
流
れ
出
た
。
二
枚
の
葉
が
水
の
上
に
落
ち
る
や
、
雌
雄
の
鴛
鴦
に
変
わ
り
、
飛
翔
し
て
元
の
住
処
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。

や
が
て
こ
の
鴛
鴦
の
残
し
た
羽
が
、
鋭
い
刃
物
と
な
っ
て
宋
王
の
首
を
切
り
落
と
す
。
な
お
『
捜
神
記
』
で
は
同
じ
場
面
を
次
の
よ
う
に

記
述
す
る
。

便
有
大
梓
木
、
生
于
二
冢
之
端
、
旬
日
而
大
盈
抱
、
屈
体
相
就
、
根
交
于
下
、
枝
錯
于
上
。
又
有
鴛
鴦
、
雌
雄
各
一
、
恒
栖
樹
上
、

晨
夕
不
去
、
交
頸
悲
鳴
、
南
人
謂
、
此
禽
即
韓
憑
夫
婦
之
精
魂
。
宋
人
哀
之
、
遂
號
其
木
曰
相
思
樹
。
相
思
之
名
、
起
于
此
也
。
今

睢
陽
有
韓
憑
城
。
其
歌
謠
至
今
猶
存
。（
『
捜
神
記
』
十
一
　
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
死
ん
だ
夫
婦
の
墓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
梓
の
大
木
が
生
え
、
互
い
に
枝
と
根
を
伸
ば
し
て
交
錯
し
た
。
ま
た
鴛
鴦
が
樹
に
住
み
着
き
、
朝
な

夕
な
に
頚
を
交
え
悲
し
げ
に
鳴
い
た
。
宋
の
人
々
は
こ
の
木
を
「
相
思
樹
」
と
名
付
け
た
。
今
睢
陽
に
あ
る
韓
憑
城
は
こ
の
故
事
に
由

来
す
る
地
名
で
あ
り
、
そ
こ
に
今
も
歌
が
残
る
、
と
干
宝
は
記
す
。「
『
相
思
』
之
名
、
起
于
此
也
」
と
い
う
記
述
は
、「
相
思
」
の
語
が
、
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韓
朋
説
話
と
悲
恋
の
表
象

愛
し
合
う
こ
と
を
意
味
す
る
日
常
の
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
悲
劇
を
も
喚
起
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　「
韓
朋
賦
」
と
『
捜
神
記
』
と
を
比
較
し
た
が
、
い
ず
れ
も
、
夫
婦
の
秘
密
の
共
有
の
後
、
第
三
者
に
そ
の
秘
密
（
暗
号
）
が
解
き
明

か
さ
れ
、
悲
劇
と
カ
タ
ル
シ
ス
と
を
経
て
、
そ
の
結
末
を
迎
え
る
こ
と
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
不
遇
の
男
女
の
愛
情
の
深
さ
を
、

素
朴
な
言
葉
に
喩
え
た
「
韓
朋
賦
」
の
方
が
、
比
喩
の
発
生
の
現
場
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。  

②
連
理
樹
と
鴛
鴦
　

　
連
理
樹
と
鴛
鴦
は
、
韓
朋
説
話
の
画
像
資
料
に
こ
そ
描
か
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
一
体
化
し
た
男
女
を
動
植
物
に
擬
し
た
表
現
と
し

て
、
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
こ
の
二
語
か
ら
喚
起
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
は
、
韓
朋
説
話
の
内
容
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た

そ
れ
が
「
長
恨
歌
」
の
「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
の
表
現
へ
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
他
の
テ
ク
ス

ト
の
記
述
を
交
え
て
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
連
理
樹
に
関
し
て
は
、
死
者
と
樹
木
の
変
異
と
を
関
連
付
け
た
例
が
あ
る
。
例
え
ば
連
理
し
た
木
が
塚
上
に
生
え
る
例
（
『
南
斉

書
』「
高
逸
伝
」
顧
歓
「
還
葬
旧
墓
、
木
連
理
出
墓
側
」
）
や
、
墓
標
や
辟
邪
の
為
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
が
、
墓
主
の
思
い
に
よ
っ
て
靡

く
例
（
『
漢
書
』「
東
平
思
王
劉
宇
伝
」
顔
師
古
注
引
『
皇
覧
』「
其
冢
上
松
柏
皆
靡
西
。」
）、
ま
た
反
対
に
祀
者
の
思
い
に
感
応
し
て
、

墓
所
の
樹
木
が
連
理
し
た
例
（
『
後
漢
書
』「
蔡
邕
伝
」
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
樹
木
は
墓
標
で
あ
る
と
共
に
、
死

者
の
形
魄
の
陰
気
を
通
わ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
「
連
理
」「
連
枝
」
の
語
は
、
兄
弟
姉
妹
親
子
君
臣
な
ど
の
関
係
の
親
密
さ
に
も
喩
え
ら
れ
る
（
漢
・
蘇
武
「
詩
」
一
「
況
我
連
理
樹
、

与
子
同
一
身
」。『
千
字
文
』「
孔
懐
兄
弟
、
同
気
連
枝
」
）。
こ
れ
は
比
翼
比
肩
の
鳥
獣
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
『
韓
詩
外
伝
』
五
「
南

方
有
鳥
、
名
曰
鶼
。
比
翼
而
飛
、
不
相
得
不
能
挙
。
西
方
有
獣
、
名
曰
蟨
。
前
足
鼠
、
後
足
兔
…
…
、
夫
鳥
獣
魚
猶
相
仮
、
而
況
万
乗
之

主
」。『
爾
雅
』「
釈
地
」
で
は
同
内
容
の
記
事
を
「
中
国
之
異
気
也
」
と
し
て
い
る
）。
以
上
は
、
人
間
の
親
密
さ
を
喩
え
る
の
に
、
気
や

情
を
通
わ
せ
て
一
体
と
な
っ
た
動
植
物
の
変
異
し
た
姿
を
描
い
て
い
る
例
で
あ
る
。
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一
方
、
連
理
樹
は
、
王
の
徳
を
嘉
す
る
祥
瑞
で
も
あ
っ
た
（
『
太
平
御
覧
』「
木
部
」
所
引
孫
氏
『
瑞
応
図
』「
王
者
不
失
民
心
、
則
木

連
理
」
）。
比
翼
鳥
や
鴛
鴦
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
（
同
上
「
比
翼
鳥
者
、
王
者
徳
及
高
遠
則
至
」、
後
漢
・
鄭
衆
「
鴛
鴦
、
鳥
也
。
雌
雄

相
類
、
飛
止
相
匹
鳴
、
則
和
」
）。
瑞
祥
の
連
理
樹
は
、
正
史
に
も
記
述
が
あ
り
（
『
三
国
志
』「
魏
書
」
文
帝
紀
、『
宋
書
』「
符
瑞
志
」
）、

唐
代
の
詩
文
に
も
見
え
る
（
韓
愈
「
河
中
府
連
理
木
頌
」、
權
德
輿
「
書
門
下
賀
許
州
連
理
棠
樹
表
」
）。

　
ま
た
鴛
鴦
の
場
合
は
特
に
、
親
密
で
離
れ
ら
れ
な
い
男
女
の
喩
え
と
し
て
一
般
的
で
あ
り
、
詩
賦
に
古
く
か
ら
見
え
る
。

文
彩
雙
鴛
鴦
、
裁
為
合
歓
被
、
著
以
長
相
思
、
縁
以
結
不
解
、
以
膠
投
漆
中
、
誰
能
別
離
此
。（
漢
・
無
名
氏
「
古
詩
十
九
首
」
其

一
八
「
客
従
遠
方
来
」
）

我
情
与
子
親
、
譬
如
影
追
躯
、
食
共
並
根
穗
、
飲
共
連
理
杯
、
衣
用
雙
絲
絹
、
寝
共
無
縫
裯
、
居
願
接
膝
坐
、
行
願
携
手
趨
、
子
静

我
不
動
、
子
遊
我
無
留
、
斉
彼
同
心
鳥
、
譬
此
比
目
魚
、
情
至
断
金
石
、
膠
漆
未
為
牢
、
但
願
長
無
別
、
合
形
作
一
躯
、
生
為
併
身

物
、
死
為
同
棺
灰
。（
晋
・
楊
方
「
合
歓
詩
」
）

　
そ
し
て
「
焦
仲
卿
妻
」
の
よ
う
に
、
生
前
に
添
い
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
男
女
が
、
死
後
に
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
に
な
る
。

東
西
植
松
栢
、
左
右
種
梧
桐
、
枝
枝
相
覆
蓋
、
葉
葉
相
交
通
、
中
有
雙
飛
鳥
、
自
名
為
鴛
鴦
、
仰
頭
相
向
鳴
、
夜
夜
達
五
更
。（
漢
・

無
名
氏
「
焦
仲
卿
妻
」
詩
）

　
鴛
鴦
は
連
理
樹
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
男
女
の
情
死
に
関
わ
る
不
可
思
議
な
事
件
や
変
異
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
六
朝
志
怪
小
説
へ
と
展

開
し
（
『
捜
神
記
』
所
収
の
「
比
肩
墓
」（
「
双
梓
」
）
の
話
や
、「
相
思
木
」
の
話
な
ど
）、
一
方
で
夫
婦
の
操
の
堅
さ
や
和
合
の
象
徴
と
し
て
、

詩
賦
に
展
開
す
る
に
至
る
（
崔
豹
『
中
華
古
今
注
』「
鳥
獣
」「
鴛
鴦
、
水
鳥
、
鳧
類
也
、
雌
雄
未
嘗
相
離
、
人
得
其
一
、
則
一
思
而
至
死
、

故
曰
疋
鳥
」、
梁
武
帝
「
歓
聞
歌
」「
南
有
相
思
木
、
含
情
復
同
心
」、
王
健
「
春
詞
」「
庭
中
並
植
相
思
樹
、
夜
夜
還
棲
双
鳳
凰
」、
黄
損
「
鷓

鴣
」「
而
今
世
上
多
離
別
、
莫
向
相
思
樹
下
啼
」
な
ど
）。

　
以
上
は
一
例
で
あ
る
が
、
古
来
、
連
理
樹
・
比
翼
鳥
な
ど
の
動
植
物
の
変
異
を
想
定
し
て
、
そ
れ
を
災
異
思
想
に
よ
る
瑞
祥
と
し
て
き

た
一
方
で
、
人
間
関
係
の
親
密
さ
、
特
に
、
男
女
の
情
愛
を
喩
え
た
典
型
的
な
比
喩
と
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。



一
三

韓
朋
説
話
と
悲
恋
の
表
象

③
魂
魄
と
天
地

　
一
方
韓
朋
説
話
で
は
、
連
理
樹
と
鴛
鴦
と
が
、
中
国
の
伝
統
的
な
死
生
観
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
。『
捜
神
記
』
で
は
現
れ
た
鴛
鴦

の
こ
と
を
、
韓
憑
（
朋
）
夫
婦
の
「
精
魂
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
「
韓
朋
賦
」
で
は
鴛
鴦
が
羽
を
広
げ
て
飛
翔
し
、
故
郷
へ
帰
っ
て
い
っ

た
と
あ
っ
た
。「
魂
」
と
は
、『
易
』「
繋
辞
伝
」
や
『
礼
記
』「
檀
弓
」
に
「
游
魂
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
ま
た
『
淮
南
子
』「
精
神
訓
」
に

「
精
神
入
其
門
、
骨
骸
反
其
根
。」（
高
誘
注
「
精
神
帰
還
天
門
。」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
動
き
、
上
昇
し
、
天
へ
帰
還
す
る
も
の
で
あ
る
。

韓
朋
説
話
で
は
そ
の
魂
（
精
魂
）
が
水
鳥
や
飛
鳥
と
な
っ
て
い
る
。 

　
古
来
、
中
国
に
は
、
人
間
の
原
意
識
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
、「
魂
」
と
「
魄
」
と
に
分
け
る
考
え
方
が
あ
る
。「
魂
」
と
は
上
昇
を
志
向

す
る
陽
の
気
で
、
精
神
作
用
を
司
る
。「
魄
」
と
は
下
降
を
志
向
す
る
陰
の
気
で
、
肉
体
に
か
か
わ
る
働
き
を
主
宰
す
る
。「
魂
」
の
気
と

「
魄
」
の
気
と
は
そ
れ
ぞ
れ
天
地
に
起
源
を
持
つ
が
、
人
が
死
ぬ
と
「
魂
」（
魂
気
）
と
「
魄
」（
形
魄
・
肉
体
）
が
分
れ
、
根
源
で
あ
る

天
地
に
そ
れ
ぞ
れ
帰
っ
て
ゆ
く
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
死
を
陰
陽
の
気
の
結
合
と
分
離
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
考
え
方
は
、『
礼
記
』「
郊

特
牲
」、『
淮
南
子
』「
主
術
訓
」・「
精
神
訓
」
な
ど
の
漢
代
の
資
料
に
見
え
、
三
浦
国
雄
は
こ
れ
を
「
男
女
モ
デ
ル
」
と
名
付
け
て
い
る

）
13
（

。

そ
し
て
韓
朋
説
話
で
は
、
こ
れ
と
同
様
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
る
。

　「
韓
朋
賦
」
に
は
、
貞
夫
が
地
下
に
葬
ら
れ
た
韓
朋
に
向
か
っ
て
号
哭
し
、
次
い
で
空
に
向
か
っ
て
韓
朋
を
呼
ぶ
と
い
う
場
面
が
あ
る

）
14
（

。

や
が
て
貞
夫
は
そ
の
墓
穴
へ
と
身
を
投
げ
る
が
、
二
つ
の
亡
骸
は
見
つ
か
ら
ず
、
代
わ
り
に
「
韓
朋
之
木
」（
連
理
樹
）
が
生
え
た
と
あ
る
。

二
人
の
「
意
」「
思
」「
気
」「
涙
」
で
あ
る
と
い
う
そ
の
樹
は
、
二
人
の
魄
（
下
降
す
る
陰
気
）
で
あ
り
、「
韓
憑
夫
婦
之
精
魂
」
と
い
う

鴛
鴦
は
、
二
人
の
魂
（
上
昇
す
る
陽
気
）
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
連
理
樹
と
鴛
鴦
は
、
男
女
の
交
情
の
隠
喩
で
あ
る
が
、
韓
朋
説
話
に
お
い
て
は
、
陽
気
は
天
へ
、
陰
気
は
地
へ
と
い
う
古
来
の
死
生
観

と
と
も
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
文
献
に
見
え
る
連
理
樹
と
鴛
鴦
が
、
人
間
の
親
密
さ
、
特
に
、
男
女
の
情
愛
の
深
さ
を
表

す
典
型
的
な
比
喩
で
あ
る
こ
と
は
先
に
見
た
が
、
韓
朋
説
話
で
は
そ
れ
ら
を
、
死
や
離
別
の
悲
し
み
が
加
わ
っ
た
悲
恋
の
表
象
と
し
て
語

り
伝
え
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
連
理
樹
・
鴛
鴦
に
見
る
悲
恋
の
表
象
は
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
「
在
天
為
比
翼
鳥
、
在
地
為
連
理
枝
」
の
二
句
に
よ
っ
て
、

そ
の
芸
術
的
完
成
を
見
る
。
天
に
属
す
る
も
の
を
比
翼
鳥
、
地
に
属
す
る
も
の
を
連
理
枝
と
し
て
対
置
し
、
天
地
の
両
方
で
魂
魄
の
気
を

通
い
合
わ
そ
う
と
い
う
、
永
遠
の
愛
を
誓
う
言
葉
と
な
る
。
同
時
に
そ
こ
に
は
死
や
離
別
の
影
も
つ
き
ま
と
う
。
ま
た
こ
の
二
句
は
、
漢

皇
（
玄
宗
）
と
楊
家
の
女
（
楊
貴
妃
）
と
が
長
生
殿
で
交
わ
し
た
、
二
人
し
か
知
り
え
な
い
秘
密
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
韓
朋
説
話

の
多
く
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
韓
朋
の
妻
が
夫
宛
て
に
人
知
れ
ず
暗
号
を
伝
え
た
こ
と
、
自
害
を
遂
行
し
た
二
人
の
意
志
は
、
他
の
誰
に
も

知
り
え
な
か
っ
た
こ
と
と
一
致
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
白
居
易
が
韓
朋
説
話
に
材
を
取
っ
て
一
連
の
表
現
と
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
な
お
、「
長
恨
歌
」
の
二
句
に
繋
が
る
表
現
は
、
白
居
易
の
「
長
相
思
」「
潜
離
別
」
の
作
品
中
に
あ
る
。

九
月
西
風
興
、
月
冷
露
華
凝
。
思
君
秋
夜
長
、
一
夜
魂
九
升
。
二
月
東
風
来
、
草
拆
花
心
開
。
思
君
春
日
遅
、
一
日
腸
九
回
。

妾
住
洛
橋
北
、
君
住
洛
橋
南
。
十
五
即
相
識
、
今
年
二
十
三
。
有
如
女
蘿
草
、
生
在
松
之
側
。
蔓
短
枝
苦
高
、
英
回
上
不
得
。

人
言
人
有
願
、
願
至
天
必
成
。
願
作
遠
方
獣
、
步
步
比
肩
行
。
願
作
深
山
木
、
枝
枝
連
理
生 

。（
『
白
居
易
集
』
巻
十
二
「
長
相
思
」
）

不
得
哭
、
潜
别
離
。 

不
得
語
、
暗
相
思
。
両
心
之
外
無
人
知
。 

深
籠
夜
鎖
独
栖
鳥
、
利
剣
春
断
連
理
枝
。 

河
水
雖
濁
有
清
日
、
烏

頭
雖
黒
有
白
時
、 

惟
有
潜
離
与
暗
别
、
彼
此
甘
心
無
後
期
。（
同
「
潜
離
別
」
）

　「
長
相
思
」
は
、
恋
の
成
就
を
願
う
気
持
ち
を
女
性
の
視
点
か
ら
詠
み
、「
潜
離
別
」
で
は
女
性
と
の
別
れ
を
経
験
し
た
者
の
歌
と
し
て

歌
う
。「
長
相
思
」
で
は
比
肩
の
獣
と
連
理
の
木
、「
潜
離
別
」
で
は
、
籠
に
囲
わ
れ
た
鳥
と
刀
で
断
た
れ
た
連
理
枝
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
長
恨
歌
」
の
「
両
心
之
外
無
人
知
」
の
句
が
既
に
「
潜
離
別
」
の
中
に
見
え
て
い
る
。
比
翼
比
肩
の
鳥
獣
と
連
理
枝
の
比
喩
は
、

永
遠
に
相
思
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
の
、
成
就
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
恋
―
悲
恋
を
も
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

　「
韓
朋
賦
」
で
は
「
桂
樹
」
と
「
梧
桐
」
に
、『
捜
神
記
』
で
は
「
梓
木
」
に
、「
焦
仲
卿
妻
」
で
は
「
松
柏
」
と
「
梧
桐
」
に
作
っ
て
い
っ

て
い
た
が
、
白
居
易
の
作
品
で
は
こ
れ
ら
の
具
体
性
は
消
え
、
た
だ
「
枝
」・「
鳥
」（
「
獣
」
）
と
言
い
、
両
者
を
対
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。

類
か
ら
種
へ
、
下
位
概
念
か
ら
上
位
概
念
へ
と
表
現
を
変
え
、
そ
れ
ら
を
詩
に
お
け
る
対
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
表
現
者
と
し
て
の
白
居
易

の
工
夫
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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五
、
む
す
び
に
代
え
て
　
白
居
易
と
韓
朋
説
話
と

　
男
女
の
非
業
の
死
を
、
連
理
の
枝
と
そ
こ
に
棲
む
鳥
と
に
重
ね
た
、
悲
し
い
歌
や
語
り
が
あ
り
、
韓
朋
説
話
、
と
り
わ
け
「
韓
朋
賦
」
は
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
立
ち
現
わ
れ
た
現
場
、
比
喩
の
生
ま
れ
た
現
場
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
新
た
に
恋
を
歌
う

詩
人
や
、
そ
の
作
品
を
享
受
し
た
読
者
が
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
共
通
の
フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
の
段
階
や
局
面
が
焦
点
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

）
15
（

。
そ
の
焦
点
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
り
も
す

る
。
物
語
の
図
像
化
が
、
そ
の
物
語
に
つ
い
て
の
当
時
の
通
念
（
フ
レ
ー
ム
）
の
視
覚
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
漢
代
で
は
烈
婦
・
貞
夫
が

韓
朋
に
暗
号
で
決
起
の
意
志
を
伝
え
た
場
面
に
最
も
そ
の
焦
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
志
怪
小
説
が
行
わ
れ
た
六
朝
以
降
で
は
連

理
樹
や
鴛
鴦
の
出
現
に
そ
の
焦
点
が
移
行
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
く
し
て
、
一
組
の
男
女
の
愛
と
死
を
巡
る
記
憶
は
、

深
い
層
を
為
し
た
潜
在
的
な
次
元
か
ら
、
あ
る
時
掬
い
上
げ
ら
れ
て
顕
在
化
し
、
新
た
な
詩
句
の
連
な
り
（
創
作
）
と
し
て
展
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
、
白
居
易
の
「
長
相
思
」
で
あ
り
「
潜
離
別
」
で
あ
り
、「
長
恨
歌
」
の
あ
の
二
句
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
韓
朋
説
話
と
は
、
白
居
易
が
生
き
た
時
代
の
遥
か
昔
か
ら
、
誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
、
あ
り
ふ
れ
た
昔
話
だ
っ
た

の
だ
。
連
理
す
る
樹
木
も
、
翼
を
並
べ
た
鳥
も
、
極
め
て
通
俗
的
・
慣
用
的
な
比
喩
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
使
い
古
さ
れ
た
比
喩

の
使
用
は
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
作
品
を
陳
腐
な
も
の
に
し
か
ね
な
い
。
例
え
ば
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
は
、「
所
与
の
詩
的
構
造
に
お
い
て
隠
喩
の

役
割
の
緊
張
度
が
高
け
れ
ば
高
い
だ
け
、
そ
れ
だ
け
伝
統
的
な
分
類
が
覆
さ
れ
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
類
別
記
号
に
基
づ
い
て
、
物
象
が

新
し
く
配
分
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
た

）
16
（

。
比
喩
と
は
、
そ
の
発
見
と
着
想
の
緊
張
の
度
合
い
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
作
者
自
身
に
と
っ

て
も
享
受
者
に
と
っ
て
も
新
た
な
世
界
の
見
方
の
発
見
を
促
す
も
の
だ
。
そ
の
意
味
で
白
居
易
の
こ
の
言
語
使
用
で
は
伝
統
的
な
分
類
が

覆
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
分
類
の
反
復
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
一
方
で
「
比
翼
連
理
」
は
成
語
と
し
て
定
着
し
、

新
た
な
「
類
別
記
号
」
を
獲
得
し
て
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
慣
用
的
・
典
型
的
な
語
句
や
通
念
の
使
用
に
お
い
て
、
白
居
易
の
文
学
表
現
に
お
け
る
創
造
性
は
ど
こ
に
認
め
ら
れ
る
だ
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ろ
う
か
。
本
稿
は
そ
れ
を
「
普
遍
化
へ
の
志
向
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
例
え
ば
韓
朋
説
話
で
は
特
殊
で
あ
っ
た
暗
号
を
、「
長
恨
歌
」

で
は
誰
に
で
も
分
か
る
誓
い
の
言
葉
に
変
え
、
下
位
概
念
で
は
な
く
上
位
概
念
を
用
い
る
こ
と
で
、
潜
在
的
な
次
元
に
あ
っ
た
人
々
の
共

通
の
記
憶
を
、
象
徴
的
・
包
括
的
に
ま
と
め
上
げ
た
句
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
普
遍
化
へ
の
志
向
が
、
詩
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
更
に
永
続

的
な
も
の
へ
と
転
化
さ
せ
る
効
果
を
導
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
の
語
は
、
作
品
を
享
受
す
る
人
々
の
潜
在
的
な
記
憶
―
韓
朋
説
話
を
は
じ
め
と
し
た
古
来
の
悲
恋
物
語
の
、
不

特
定
多
数
の
人
々
の
記
憶
の
、
そ
の
底
に
沈
ん
だ
様
々
な
形
象
を
掬
い
上
げ
、
同
時
に
日
常
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
恋
の
悲
し
み
や
生
き

る
歓
び
を
呼
び
起
こ
し
て
止
ま
な
い
。
そ
の
意
味
で
作
品
「
長
恨
歌
」
は
、
人
々
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
近
く
、
ま
た
あ
ま
り
に
も
深
い

の
で
あ
る
。

注
（
１
）　
認
知
言
語
学
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
イ
コ
フ
、
マ
ー
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
レ
ト
リ
ッ
ク
と
人
生
』
渡
辺
昇
一
等
訳
、（
大
修
館
書

店
、
一
九
八
六
年
）、
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
イ
コ
フ
『
認
知
意
味
論
―
言
語
か
ら
み
た
人
間
の
心
』
池
上
嘉
彦
、
川
上
誓
作
他
訳
、（
紀
伊
国
屋
書
店
、

一
九
九
三
年
）、
ラ
ネ
カ
ー
・
ロ
ナ
ル
ド
・
Ｗ
『
認
知
文
法
論
序
説
』（
研
究
社
、
二
〇
一
一
年
）、
西
村
義
樹
「
換
喩
と
文
法
現
象
」（『
認
知
言

語
学
Ⅰ
事
象
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。
特
に
西
村
芳
樹
が
「
フ
レ
ー
ム
」
の
定
義
と
し
て
、「
時
間
の
流
れ
の

中
で
展
開
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
、『
物
語
』
も
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（『
言
語
学
の
教
室
』
野
矢
茂
樹
共
著
、
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
、

一
六
二
〜
一
六
三
頁
）
と
し
た
見
解
や
「
フ
レ
ー
ム
の
焦
点
化
」（
西
村
前
掲
論
文
、
二
八
五
〜
二
九
九
頁
）
と
い
う
観
点
は
、
極
め
て
示
唆
的

で
あ
っ
た
。

（
２
）　「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
「『
長
恨
歌
』
に
つ
い
て
」（『
終
南
山
の
変
容
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）、

下
定
雅
弘
『
長
恨
歌
―
楊
貴
妃
の
魅
力
と
魔
力
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
の
「
長
恨
歌
」
の
訳
注
を
参
照
し
た
。
い
ず
れ
も
類
話
と
し

て
『
捜
神
記
』
巻
十
一
と
「
焦
仲
卿
妻
」
詩
と
を
挙
げ
る
。
川
合
は
、
男
女
を
引
き
裂
く
の
が
悪
逆
の
王
や
姑
で
は
な
く
、「
死
」
と
い
う
誰
も
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が
避
け
ら
れ
な
い
宿
命
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
作
品
「
長
恨
歌
」
が
普
遍
的
な
物
語
に
な
り
得
た
理
由
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
研
究
の
多
く
は
、
特
定
の
文
献
テ
ク
ス
ト
の
み
を
取
り
上
げ
て
比
較
や
分
析
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
詩

文
は
、
個
人
や
共
同
体
の
膨
大
な
記
憶
の
集
積
の
上
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
憶
は
文
献
テ
ク
ス
ト
の
知
識
の
集
積
の
範
囲
に
と

ど
ま
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
「
フ
レ
ー
ム
」（
通
念
）
と
い
う
概
念
を
借
り
て
、「
比
翼
鳥
」「
連
理
枝
」
の
表
現
の
底
流
に
あ
る

典
型
的
な
悲
恋
物
語
と
、
そ
の
悲
恋
の
表
象
の
存
在
と
を
予
想
し
た
。
そ
し
て
、
人
々
の
通
念
を
喚
起
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
包
括
的
・
象
徴
的

に
ま
と
め
上
げ
る
よ
う
な
言
語
表
現
の
在
り
方
に
、
白
居
易
の
普
遍
化
へ
の
志
向
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
は
そ
の
通
念
の
存
在
を
裏

付
け
る
よ
う
な
、
出
土
資
料
や
民
俗
学
的
資
料
な
ど
の
文
献
テ
ク
ス
ト
以
外
の
資
料
に
も
注
目
し
、
考
証
の
範
囲
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）　
鈴
木
修
次
『
漢
魏
詩
の
研
究
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
年
）

（
４
）　
裘
錫
圭
「
漢
簡
中
所
見
韓
朋
故
事
新
資
料
」（『
復
旦
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
第
三
期
、
一
九
九
九
年
）

（
５
）　
王
牧
「
東
漢
貞
夫
画
像
鏡
鑑
賞
鑒
」（『
収
蔵
家
』
第
三
期
、
二
〇
〇
六
年
）

（
６
）　
岡
村
秀
典
「
後
漢
鏡
銘
の
研
究
」（『
東
方
學
報
』
第
八
六
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）、「
後
漢
鏡
に
お
け
る
淮
派

と
呉
派
」（『
東
方
學
報
』
八
七
冊
、
二
〇
一
二
年
）、『
鏡
が
語
る
古
代
史
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
七
年
）、
王
士
倫
（
編
著
）・
王
牧
（
修
訂
）『
浙

江
出
土
銅
鏡
（
修
訂
本
）』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
お
、
画
像
石
の
図
版
は
『
中
国
画
像
石
全
集
』（
中
国
画
像
石
全
集
編
輯
委
員
会

編
、
二
〇
〇
〇
年
）
か
ら
、
ま
た
画
像
鏡
の
図
版
は
王
士
倫
・
王
牧
の
前
掲
書
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）　「
韓
朋
賦
」
の
鈔
本
は
全
部
で
五
点
あ
る
。
残
決
部
分
や
文
字
の
脱
落
が
少
な
い
二
六
五
三
頁
を
底
本
と
す
る
。
書
写
年
は
①
唐
・
憲
宗
元

和
８
年
（
八
一
三
年
）
と
②
帰
義
軍
曹
氏
時
代
（
九
三
三
年
）
と
の
二
説
が
あ
る
。

（
８
）　
森
下
章
司
「
漢
代
の
説
話
画
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
九
四
集
、
二
〇
一
五
年
）

（
９
）　
実
際
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
画
像
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
図
２
の
「
周
是
（
氏
）
作
」
画
像
鏡
と
同
様
、
後
漢
期
に
呉
県
（
江

蘇
省
蘇
州
市
）
で
活
動
し
て
い
た
「
呉
向
里
柏
師
（
氏
）」
と
同
一
の
作
鏡
グ
ル
ー
プ
の
制
作
し
た
鏡
（
孔
震
氏
所
蔵
「
柏
氏
」
画
像
鏡
）
に
は
、

「
西
王
母
」「
東
王
公
」
と
並
ん
で
、
矢
を
射
る
貞
夫
の
像
が
一
人
配
置
さ
れ
て
い
る
。



一
八

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
三
十
八
号

（
10
）　
歴
史
故
事
図
像
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
清
の
瞿
中
溶
が
、『
漢
武
梁
祠
画
像
考
』
序
に
お
い
て
、
後
漢
・
王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」（『
文
選
』

巻
十
一
）
の
記
述
を
引
き
、
儒
教
的
気
風
（
忠
心
・
孝
子
・
烈
士
・
貞
女
）
の
反
映
と
す
る
説
を
立
て
る
。
以
後
、
張
道
一
（『
漢
画
故
事
』
重

慶
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
、
こ
の
説
を
採
る
の
が
主
流
で
あ
る
。

（
11
）　G

off
m
an
, E
, F
ram
e A
n
aly
sis: A

n
 E
ssay
 on
 th
e O
rg
an
isation

 of th
e E
x
perien

ce, H
arper &

 R
ow
 1974.

（
12
）　
ミ
ン
ス
キ
ー
・
Ｍ
『
心
の
社
会
』
安
西
雄
一
郎
訳
（
産
業
図
書
、
一
九
九
〇
年
）

（
13
）　
三
浦
国
男
『
中
国
人
の
ト
ポ
ス
』（
平
凡
社
選
書
、
一
九
八
八
年
）
同
書
一
六
二
頁
に
「
魂
」「
魄
」
の
特
性
や
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
対
比
を
分

か
り
易
く
分
類
し
、
中
国
的
死
生
観
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

（
14
）　
貞
夫
曰
、
韓
朋
已
死
、
何
更
再
言
。
唯
願
大
王
有
恩
、
以
礼
葬
之
、
可
不
得
利
後
人
。
宋
王
即
遣
人
城
東
、
輇
（
穿
）
百
丈
之
曠
（
壙
）、

三
公
葬
之
礼
也
。
貞
夫
乞
往
観
看
、
不
敢
久
停
。
宋
王
許
之
。
令
乗
素
車
、
前
後
事
（
侍
）
従
、
三
千
余
人
、
往
到
墓
所
。
貞
夫
下
車
、
繞
墓
三
匝
、

嗥
啼
悲
哭
、
声
入
雲
中
、
臨
曠
（
壙
）
喚
君
、
君
亦
不
聞
。

（
15
）　
単
一
フ
レ
ー
ム
内
に
お
け
る
焦
点
の
移
動
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
西
山
前
掲
論
文
（
二
九
九
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
16
）　
エ
ル
マ
ー
・
ホ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
―
現
象
学
的
構
造
主
義
』（
川
本
茂
雄
等
訳
、
白
水
社
、
一
九
八
三
年
）


